
◎８校もの魅力ある学校の取り組みを、じっくり時間
を掛けて読みました。社会の大きなうねりの中で、教
育が翻弄されているような気がします。目の前の子ど
もと地域を見つめる中で、どのような子どもを育てて
いく必要があるのか、記事を資料に、教師全員が考える
機会となりました。

◎どの学校の事例にも「どんな大人になってほしいか」
「そのための小学校の役割」「未来に残したい力強さ」が
共通して書かれており、各学校の特色を基にどのよう
な学校づくりをしようとしているのかがよく分かりま
した。先生方の言葉がそのまま書かれており、思いが
よく伝わってきました。

◎釜石市立鵜
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小学校の記事を読み、大きな災害を
乗り越えた先に「当たり前」の暮らしがあることを感じ
ました。特に、「たった一言で」という詩の言葉の深さ
に感動しました。この詩を使わせてもらって、授業を
創りたいと思います。

◎東日本大震災が起こり、学校・地域・家庭のあり方
を改めて考える機会となりました。表紙は親子３代の
写真。通常号と異なり、新鮮さを感じました。掲載さ
れた学校の思いは「子どもたちのために」という一点に
集約されます。日本全国、学校の規模も大小異なり、ど
の学校も取り組みは違いますが、思いは共通です。今
後もたくさんの学校の特色ある取り組みを紹介してほ
しいと思います。

◎私も、日本人学校に教諭として赴任した経験があり
ます。ともすれば、在外教育施設での教育活動に目が
向きがちですが、今回のように外から日本の教育の有
り様を見つめ直す視点は、自分の経験を再整理し、日本
の教育を再認識できる機会となり、大変有意義でした。

◎日本女子大の吉崎静夫教授の記事では、小学校のあ
り方や授業づくりの工夫について、過去、現在、未来を
見通して述べられ、「３つの基盤」の大切さを再確認で
きました。教師のプロデューサー的役割という視点は、
新鮮に思えました。

◎カラー写真の子どもたちの表情が良かったです。「い
つまでも変わらない風景」の中でこそ、「新しい未来」が
つくられるべきなのだと思いました。各校の伝統の上
に新しいものをつくっていくことがイノベーションだ
と感じます。表紙と相まって印象に残りました。

◎とじ込みの「未来をつくる小学校の風景」では、偏り
のない目で子どもたちの姿を捉えていると思いまし
た。本校とは地域性や環境が全く違う都市部の学校
の風景ですが、子どもたちの姿は同じだと思いました。
また、「未来に残したい学校の一場面」にあった掃除の
風景を見て、大事なものをしっかり守っていくことを
忘れてはならないと改めて感じました。

2011 Vol.３ 創刊30号記念号「未来をつくる日本の小学校」へのご意見

　前号の「未来をつくる日本の小学校」に、多くの心温まるご感想をいただ
きありがとうございました。ご意見を拝読し、これまでの良さを基盤としながら
も、同時に変革していく勇気を持つことの大切さを感じました。今回のテーマの
「小中接続」も、実現は容易ではありません。しかし、ご紹介した学校のよう
に、今日も２万校の小学校のどこかで、必ず「子どものために」実践の工夫が
されています。そのような姿を記事に込め、先生方と想いを共有させていただ
けること――これが、私にとって何よりの喜びです。（青木）
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文部科学省が被災地の学校と提供者を結ぶマッチングサイトを
開設しています　

「東日本大震災子どもの学び支援ポータルサイト」http://manabishien.mext.go.jp/

お知らせ

［静岡県／ I小学校／H・H］

［愛知県／K小学校／S・S］

［栃木県／S小学校／O・H］

［鹿児島県／M小学校／N・M］

［岡山県／M小学校／M・S］

［大阪府／K小学校／F・Y］

［山形県／H小学校／T・K］

［鹿児島県／K小学校／U・M］
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